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～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

佐
賀
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

●  

募　

集  

●

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

次
郎
の
里
少
年
相
撲
大
会　
　

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

生
涯
学
習
・
音
楽
教
室　
　

　
　
「
ほ
の
ぼ
の
会
」
会
員
募
集

吉
田
絃
二
郎　
　
　
　
　
　

　
　

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

○
と
き　
　

　

10
月
28
日
（
日
）

　
（
小
雨
決
行
）

　

開
会
式　
　

　

午
前
８
時
半
か
ら

　

試
合
開
始　

　

午
前
９
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

　

次
郎
の
森
公
園　

相
撲
場

　
（
雨
天
時
）千
代
田
町
次
郎
体
育
館

○
内
容　

個
人
戦
・
団
体
戦

※
１
人
で
も
参
加
可
（
男
女
不
問
）

○
参
加
対
象
者　

幼
児
、
小
学
生

○
申
込
方
法

　

経
験
者
、
初
心
者
に
関
係
な
く
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
と
き　

11
月
11
日
（
日
）

　
　

受　

付　

午
前
８
時
半
か
ら

　
　

開
会
式　

午
前
８
時
40
分

○
と
こ
ろ　

千
代
田
町
次
郎
体
育
館

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
方
法　

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

に
置
い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
の

施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の

ボ
ー
ル
で
行
う
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

誰
で
も
で
き
る
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
メ
タ
ボ
解
消
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
効
果
的
！
皆
さ
ん
で
一
緒
に
気
持

ち
良
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と
き　

11
月
５
日
（
月
）

　

午
後
７
時
半
か
ら
９
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
方
法　
　

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

に
置
い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
の

施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

日
参
加
も
可
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

に
置
い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
の

施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

10
月
18
日（
木
）ま
で

○
練
習
日　

　

10
月
１
日
（
月
）、
３
日
（
水
）、

６
日
（
土
）、
15
日
（
月
）、
17
日

（
水
）、
22
日
（
月
）、
24
日
（
水
）

　

午
後
５
時
半
か
ら
１
時
間
程
度

○
練
習
場
所　

櫛
田
宮
相
撲
場

○
共
催　
　

　

神
埼
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
、
神
埼
市
相
撲
ク
ラ
ブ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

　
「
ほ
の
ぼ
の
会
」
は
音
楽
（
コ
ー

ラ
ス
）
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を

学
び
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
参
加
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
音
楽
が
人
生
の

　

神
埼
市
神
埼
町
莞
牟
田
で
生
ま
れ

た
作
家
・
吉
田
絃
二
郎
に
ゆ
か
り
の

あ
る
場
所
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

　

見
慣
れ
た
景
色
の
中
に
新
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
と
き　
　
　

　

11
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

午
前
９
時
に
出
発

　
（
神
埼
市
中
央
公
民
館
玄
関
前
）

○
参
加
資
格　

小
学
生
以
上

　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

○
服
装　
　
　

　

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

○
参
加
費　
　

無
料

○
募
集
期
間　

　

10
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　

31
日
（
水
）
ま
で

○
締
め
切
り
（
先
着
20
人
）

○
申
込
締
切　

10
月
29
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

糧
と
な
り
、
会
員
相
互
の
交
流
と
相

乗
効
果
を
も
た
ら
す
社
会
参
加
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
員　

数
人（
随
時
入
会
可
）

○
会
場　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
時
間　

毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
半
か
ら
正
午
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ほ
の
ぼ
の
会
代
表　

小
渕

　

☎
５
１

－

１
５
７
７

○
申
込
方
法　

神
埼
市
中
央
公
民
館

も
し
く
は
神
埼
市
立
図
書
館
に
あ

る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
主
催

　

神
埼
市
図
書
館
・
吉
田
絃
二
郎

　

顕
彰
会

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

　

☎
５
３

－

２
３
２
５

●  

お
知
ら
せ  

●

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

平
成
24
年
度
の
地
価
調
査
が
９
月

20
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
価
調
査
は
、
基
準
地
の
適
正
な

価
格
を
公
表
し
て
土
地
を
売
買
す
る

際
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

○
閲
覧
場
所

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
、

　

県
庁
元
気
ひ
ろ
ば

◆
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
の

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

○
と
き　

10
月
12
日
（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

�

（
佐
賀
市
）

○
内
容

　

不
動
産
の
価
格
、取
引
、法
律
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）佐
賀
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
２
８

－

３
７
７
７
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目
達
原
駐
屯
地
創
立
58
周
年

お
よ
び
九
州
補
給
処
創
立
60
周
年 

　
　
　
　
　
　

記

念

行

事

第

42

回　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

佐

賀

中

部

広

域

連

合

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
案
の

公
表
・
意
見
募
集
）
の
実
施

○
と
き　

10
月
13
日
（
土
） 　

　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯
地

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
や

市
民
参
加
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。

○
と
き　

　

10
月
15
日
（
月
）、
16
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

ほ
ほ
え
み
館（
佐
賀
市
）

○
募
集
人
数　

30
人

○
受
講
料　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人

　

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

　

☎
３
６

－

５
８
３
３

が
っ
て
ん
福
祉
・
介
護
講
座

障

害

者

就

職

面

接

会

知
っ
て
い
ま
す
か　

障
が
い
者
虐
待

環
境
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
　

　
　

第
20
回
『
要い

る
く
祭さ

い

』

○
と
き　

10
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

小
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
桜
楽

館
」、
小
城
公
民
館
、
ド
ゥ
イ
ン

グ
三
日
月
、
芦
刈
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
多
久
市
中
央
公
民
館

○
参
加
費　

　

１
，５
０
０
円
（
資
料
代
を
含
む
）

○
主
催

　

佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
第
42
回
佐

賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会 

実
行
委
員
会

○
後
援　

　

県
内
20
市
町
お
よ
び
教
育
委
員
会

ほ
か

※
詳
し
く
は
、
佐
賀
県
人
権
・
同
和

教
育
研
究
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協

　

議
会
事
務
局

　

☎
６
２

－

６
４
３
４

　

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
佐
賀
中
部
広
域
連
合
広
域
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

11
月
１
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で

⑵
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

11
月
15
日
（
木
）
か
ら
12
月
17
日

（
月
）
ま
で

※
公
表
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
報
か
ん
ざ
き
11
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

総
務
課　

　

☎
４
０

－

１
１
３
１

○
と
き　

10
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
県
総
合
体
育
館（
大
競
技
場
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀

　
（
求
職
者
の
方
）☎
２
４

－

４
５
１
０

　
（
事
業
所
の
方
）☎
４
１

－

９
３
０
３

○
と
き　

11
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
前
芝
生
広
場　

※
出
店
者
募
集
中
（
1
0
0
店
舗
）

※
応
募
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切　

10
月
28
日
（
日
）

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
栖
の
未
来
を
考
え
実
行
す
る
会

　

古
賀

　

☎
０
９
０

－

７
４
６
８

－

８
２
４
９

自衛官
募集

募集種目 応募資格 受付期間 一次試験日 試験場

陸上自衛隊
高等工科学

校生徒

中卒（見込含）
17歳未満の方
（男子のみ）

推薦：11月1日（木）
～12月7日（金）

一般：11月1日（木）
～平成25年1月7日（月）

推薦：
平成25年1月12日（土）から
15日（火）までの指定する1日
一般：平成25年1月19日（土）

推薦：
高等工科学校
一般：
佐賀商工会館

防衛大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

一般（後期）：
平成25年1月23日（水）
　　　　　～ 2月1日（金）

一般（後期）：
平成25年3月2日（土）防衛大学校

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

　

10
月
１
日
か
ら
「
障
害
者
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
の
援
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
:

障
害
者
虐
待
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
虐
待
に
よ
っ
て

障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や

か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。

み
ん
な
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

相
談
窓
口
と
し
て
佐
賀
地
区
障
が
い

者
権
利
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
佐
賀
地
区
障
が
い
者
権
利
支
援
セ

ン
タ
ー

　
（
受
付
時
間
）　

　

午
前
８
時
半
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

※
緊
急
時
は
休
日
、
時
間
外
で
も
24

時
間
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
０

－

６
９
２
９

・
神
埼
市
役
所　

高
齢
障
が
い
課

　

☎
３
７

－

０
１
１
１

○
行
事

・
祝
賀
式
典　

午
前
10
時
15
分
か
ら

・
訓
練
展
示　

午
前
11
時
15
分
か
ら

○
催
し
物
等

　

装
備
品
展
示
、
対
戦
車
ヘ
リ
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
体
験
、
体
験
試
乗
、
子

ど
も
広
場
、
模
擬
売
店
な
ど

○
交
通　

　
Ｊ
Ｒ
吉
野
ヶ
里
公
園
駅
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室　

　

☎
５
２

－

２
１
６
１
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バ
ラ
エ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ

さ
が
２
０
１
２
（
第
12
回
全
国
障
害

者
芸
術
・
文
化
祭
さ
が
大
会
）
開
催

●  

相　

談  

●

調
停
制
度
90
周
年
記
念
行
事　
　

　
　

民
事
・
家
事
模
擬
調
停 

開
催

さ

が

矯

正

展

合
同
巡
回
労
働
相
談
会

無

料

調

停

相

談

会

借
金
や
家
計
で
お
悩
み
の
方
へ

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

東
佐
賀
病
院
「
健
康
っ
祭
」　

　

～
目
指
せ
！
健
康
金
メ
ダ
ル
～

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

○
と
き　

10
月
29
日
（
月
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

佐
賀
地
方
裁
判
所

○
内
容

　

民
事
・
家
事
の
模
擬
調
停
、
庁
舎

見
学
（
希
望
者
の
み
）

○
と
き　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

佐
賀
市
文
化
会
館

○
相
談
内
容

　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、

公
害
、
夫
婦
関
係
、
養
育
料
、
相

続
、
戸
籍
等
の
問
題

○
相
談
員　

民
事
・
家
事
調
停
委
員

※
予
約
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
調
停
協
会
（
佐
賀
家
庭
裁
判

所
内
）

　

☎
２
３

－

３
１
６
１

有
料
広
告

　

全
て
の
障
害
者
の
芸
術
と
文
化
活

動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
障
害
者
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
障
害
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
大
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）、24
日
（
土
）、

25
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
市
文
化
会
館
お
よ
び
佐
賀
県

総
合
体
育
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
12
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
さ
が
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
２
５

－

７
２
３
６

※
当
日
、
会
場
ま
で
の
送
迎
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
10
月
31
日（
水
）ま
で

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

高
齢
障
が
い
課

　

☎
３
７

－

０
１
１
１

○
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
少
年
刑
務
所
庁
舎
前

○
内
容

　

パ
ネ
ル
展
示
、
刑
務
所
作
業
製
品

の
展
示
・
販
売
、
陶
器
の
絵
付
け

体
験
、
木
工
教
室
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
少
年
刑
務
所

　

☎
２
４

－

３
２
９
１

　

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
労
働
問
題

の
疑
問
な
ど
に
対
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
や
、

家
計
の
や
り
く
り
な
ど
に
つ
い
て
お

悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

○
相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
年
末
年
始
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）

○
相
談
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

○
相
談
場
所

　

佐
賀
第
２
合
同
庁
舎
７
階
（
佐
賀

市
駅
前
中
央
３
丁
目
３
番
20
号
）

※
面
談
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

◎
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
財
務
事
務
所

　

☎
３
２

－

７
１
６
１

○
と
き　

10
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３

－

３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
適
切
な
医
療
機

関
、
相
談
機
関
、
教
育
機
関
、
療
育

機
関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

10
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
数　

40
人
程
度

○
募
集
締
切　

10
月
15
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

☎
２
３

－

３
１
６
１

○
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

鳥
栖
市
役
所
、
唐
津
商
工
会
議
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県　

雇
用
労
働
課

　

☎
２
５

－

７
１
０
０

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

○
と
き　

10
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

東
佐
賀
病
院

○
内
容

　

特
別
講
演
会
（
糖
尿
病
の
治
療
の

コ
ツ
）、
測
定
体
験
、
相
談
、
バ

ザ
ー
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
佐
賀
病
院　

地
域
医
療
連
携
室

　

☎
０
９
４
２

－

９
４

－

３
７
４
８
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FM佐賀

～イケメン日記Ⅱ～

MY DEAR　神埼

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp
【USTREAM】 http://bit.ly/mqExTc

間】毎週水曜 12 0
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

　エフエム佐賀、毎週水曜日、お昼12時から放送の
「MY DEAR 神埼」、聴いてくれてますかー !?  「イケ
メン☆パラダイス」コーナー担当の内田侑貴です。
　今回も番組内で月１回放送している企画、「内田侑
貴のイケメン探しの旅」について書きたいと思います。
神埼市神埼町唐香原（からこうばる）に旅をしてきま
した！
　まず到着して感じたのは、唐香原地区はとても静
か!! 僕の心臓の音が聞こえるぐらい静かでした!! 夜
はよく眠れるのだろうなぁと思いました。車が通るの
も一苦労な入り組んだ道を散策していると、お地蔵様
がいました。「市民の方々に巡りあう事ができますよ
うに!! 」と強い願いを込めてお参りをしたのですが、
午前中の取材ということもあって、市民の方々を探す
のにかなーり苦労しましたね…。２時間ほどさまよっ
て、今日は無理かも…と思い、とりあえずかかしにイ
ンタビューしました。何も喋りませんでした（当たり
前）。そして渋々、帰ろうと思っていた…その時!!!! 
ハッピーエンドが待っていましたー！僕の前方から人
影が！とても笑顔の素敵なおばあちゃんでした。「な
んしよっとね～ !?」と自ら話しかけてくれました。「外
で話すのも大変やけん、家にこんね！」と言ってくだ
さり、ご自宅の玄関口でインタビューをさせていただ
きました。息子さんご夫婦とお孫さんと仲良く暮らさ
れていました。元気の秘訣を伺うと、「毎朝、お地蔵
様にお参りをしている」とのこと。唐香原はとても静
かで、ご近所さんもいい人ばかりで、この地域が大好
きだとおっしゃられていました。帰り際のおばあちゃ
んの言葉は印象に残っています。「またおいでね！そ
ん時は私がじきじきに畑仕事教えるけん！」僕は必ず
また来ます!! と約束しました。次お会いする時は汚

れてもいい格好で行きますね（笑）。唐香原に来た当
初は不安でいっぱいでしたが、初対面の僕とも気兼ね
なく接してくださって、短時間でこんなに仲良くなれ
る市民の方々はやっぱり心が綺麗です。いつもいつも、
帰る時はちょっと寂しい気持ちになります。今回もま
た、神埼の大好きな場所が増えました。
　僕も最近、いろいろと考えることがあります。「も
し今、自分が住んでいる場所に見知らぬ人が訪ねてき
たら…。」僕はきっとこのおばあちゃんのように素敵
な笑顔で迎えることはできません。神埼市民の皆さん、
やっぱり凄いです…。恐れいりました!! では僕が勝
手に恒例にしていますが、ここで一句!! 「お地蔵様　
がんばるふんばる　唐香原」韻を踏むことを意識しす
ぎて微妙な感じになりましたね…。
　ではまた来月まで素敵な毎日をお過ごしください！

第３回　「～耳をすませば唐香原～」

と  き ところ テーマ 講　師

10月25日（木） 神埼市中央公民館 病気と漢方
～漢方薬にできること～

（有）小林薬局社長
小林　正明

〈受付〉９：30 ～　　〈講義〉10：00 ～ 11：30
※マイクロバスは脊振支所前、千代田支所前をいずれも午前９時に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

※いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を
　添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　教材費：年間 1,000円
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館　☎53－2325
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

芋
挿
し
て
慈
雨
と
な
り
た
る
今
日
の
暮
れ

�

藤
山　

初
次

眠
気
き
て
団
扇
を
落
と
す
音
に
醒
め

�

牟
田
口
則
子

秘
め
ご
と
を
貫
き
通
す
盆
の
風

�

香
月
富
士
雄

縁
側
に
友
が
風
鈴
下
げ
て
や
り

�

井
上　

豊
美

渋
団
扇
う
な
ぎ
の
旨
み
沁
み
こ
ん
で

�

松
本　

都
子

松
虫
の
音
色
を
秘
め
て
山
の
風

�

畑
石　

政
男

サ
ー
カ
ス
の
ジ
ン
タ
を
忍
ぶ
秋
祭
り

�

園
田　

示
右

思
い
出
の
ノ
ー
ト
が
増
え
る
老
い
の
坂

�

眞
島　

壽
子

元
気
だ
よ
お
腹
を
蹴
っ
て
知
ら
せ
て
る

�

田
中　

雅
代

支
え
合
い
今
を
大
事
に
生
き
て
い
る

�

眞
島　

永
治

短
歌

〈
神
埼
短
歌
会
〉

吹
き
わ
た
る
風
の
ま
ま
な
る
煌
め
き
に

川
面
い
っ
ぱ
い
夏
の
陽
の
い
ろ

�

中
原　
　

幸

時
計
見
て「
あ
し
た
ま
た
ね
」と
さ
さ
や
け
ば

ま
ゆ
ね
よ
す
る
を
な
で
て
は
な
る
る

�

坂
井　

栄
子

手
を
と
め
て
聞
く
風
鈴
の
な
つ
か
し
く

�

東
島
万
喜
子

ゆ
っ
た
り
と
団
扇
を
使
い
父
母
想
ふ

�

音
成　

市
次

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

こ
ち
ら
今
歌
そ
っ
く
り
の
里
の
秋

�

吉
村　

民
子

身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
よ
と
山
の
神

�

森
崎　

寛
次

百
Ｃ
Ｃ
愛
を
増
や
し
て
料
理
中

�

森　

ミ
ズ
エ

ノ
ー
ト
執
る
こ
ろ
は
懸
命
だ
っ
た
は
ず

�

佐
藤
久
仁
子

も
う
脱
げ
ぬ
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
と
短
パ
ン
と

�

鵜
木
美
代
子

天
井
の
白
き
を
眺
め
点
滴
の

落
ち
ゆ
く
液
に
あ
し
た
を
待
て
り

�

今
泉　

亘
彦

梅
雨
明
け
に
見
渡
す
早
苗
田

青
々
と
秋
の
豊
作
ひ
た
に
願
は
む

�

大
石
千
代
子

政
爭
の
刃
す
る
ど
き
府
を
し
ら
ぬ

ト
マ
ト
ま
ろ
ま
ろ
色
づ
き
て
を
り

�

大
井
サ
カ
エ

光
り
ゐ
る
青
田
の
先
の
露
の
玉

こ
ぼ
さ
ぬ
や
う
に
白
鷺
あ
る
く

�

前
山
ツ
タ
エ

気
負
ひ
て
も
明
日
が
あ
る
さ
と
老
の
知
恵

今
日
の
草
と
り
こ
れ
ま
で
と
せ
む

�

城
島　

孝
子

む
く
鳥
は
電
線
に
と
ま
り
譜
を
作
り

巣
立
ち
の
挨
拶
わ
れ
に
つ
げ
を
り

�

田
中　

と
代

限
り
あ
る
命
謳
ふ
か
炎
天
を

蝉
一
斉
に
声
あ
げ
て
を
り

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

久
び
さ
の
梅
雨
の
晴
れ
間
を
く
き
や
か
に

耳
納
連
山
あ
お
く
連
な
る

�

高
橋　

露
子

今
日
も
良
く
働
い
た
な
と
夕
暮
れ
の

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
は
頭
を
垂
れ
る

�

石
田
千
津
代

⑥

黒 津（くろつ・千代田町）

　田手川右岸の平坦地に位置しています。地名の由
来は、江戸時代に長崎県南高来の神代（こうじろ）
氏の息女が佐賀藩家老に嫁いだ際、この地を化粧田
として贈ったことからその名をつけたというのが通
説になっています。
　しかし、神代の読み方はくましろ、こうじろ、こ
うたいなどがありますが、そもそもの語源は神の御
代（みいしろ）であったと思われます。隣の﨑村に
は室町時代前後から勢力を持っていた冠者神社があ
り、同神社の祭田、または御代（領地）としての神
代となったという見方もできるのではないでしょう
か。

　東の端を田手川、南に黒津
江川が流れ、地区北部を地方
道佐賀八女線が走っていま
す。地名の由来ですが、有明
海に面した地先に位置してい
たことにちなむといわれてい
ます。土地が海の方へ張り出
している所を地先または地崎
といいます。近くの黒津、浮
島などがまだ十分に陸地化し
ていなかった時期に田手川や
筑後川の堆積作用によって早くから地崎ができてい
ました。下の地崎の村が「﨑村」となったのでしょう。
　当時の村は今の街に相当するもので、江戸期から
明治にかけては神埼郡の産物集散地として発達し、
種々の問屋が軒を並べるなど河港町として栄えまし
た。地区内には、教育者、文学者で「次郎物語」の
著者下村湖人の生家や25年に一度の式年大祭が行わ
れる冠者神社があります。

　市の最南端に位置し、東に筑後川、西に城原川が流
れています。由来は黒い津という土地の色や川岸の状
態からきたものと思われます。田手川の影響を多く受
ける上流の﨑村の川砂や岸が灰褐色であるのに比べ、
黒津は筑後川の影響が強いために砂や岸はより黒かっ
たようです。
　江戸期にある事件が起きています。文化８年（1812）
黒津村の漁夫が、お隣久留米藩領の漁夫の家８戸を壊
す漁業衝突事件です。その報復に久留米藩領の村々が
黒津を襲撃しました。事件が幕府に知れる事を憂慮し
た佐賀本藩は早期の解決策を図り、年内に決着しまし
た（蓮池日史略）。
　また、市内では唯一の漁港があり、生産量日本一を
誇る有明海苔を養殖する漁業者も多くいます。

神 代（こうたい・千代田町）

﨑 村（さきむら・千代田町）
神代

﨑村

黒津

田手川

筑後川

佐賀八女線

下村湖人生家

千代田東部小



32市報かんざき 2012.10月号

水車の里遊学館ギャラリー ※２階ギャラリーで作品展を希望される個人、団体
を募集しています。希望される方は、使用日の
10日前までに申込書を提出してください。

○1階東側ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

10月10日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
はじめての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル 
根っこの会
　原　寿巳子
　山口　政子

　◎問い合わせ先
　　水車の里遊学館　　　☎53－8884
　　神埼市役所　建設課　☎37－0103

神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]
＊今夜は、おいでいただく皆さんが主人公です。往年の昭和の歌謡
曲やロシア民謡などお好きな曲をリクエストしてください。

○と　き　10 月 13 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館ロビー
○内　容　うたごえ喫茶モドキ（飲み物は各自持ち込んでください）
○演　者　合唱団コールポケット
○曲　目　当日歌集の中からリクエストに応じます

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館　☎53－2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

！　親子で、ご家族で、また、お友達とお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください   （入場無料）

９月はCOLORSの演奏でした

 千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表
日 曜 催　　物 開演 入場料 主　　催

10/7 日 ウイングジャパンカラオケ歌謡選手権 9:30 無料 桜の会
秋月　☎090－8625－4473

10/13 土 第５回ハーモニカ定期演奏会 13:00 無料 佐賀県ハーモニカ協会
☎26－1721

10/20 土 第22回仏教讃歌コンサート 13:00 無料 佐賀仏教讃歌の会
熊谷　☎23－4001

10/21 日 第６回ミュージックSTC久留米歌謡祭 10:30 700円 ミュージックSTC　徳久　☎23－0389

10/27 土 神埼市千代田町文化祭（文化講演） 13:30 無料 神埼市文化連盟千代田支部
☎44－273110/28 日 神埼市千代田町文化祭（ステージ部門） 9:00 無料

※催物の内容については、主催者へお問合せください。
◎問い合わせ先　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

☆開館時間　９：30 ～ 16：00
☆休館日　毎週火曜日

有
料
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有
料
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